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 Chapter 1 では、オーストリア(Sumai 3-AUT)、カナダ、中国(Sumai 3-CHN)、イラン、
米国、日本のアントシアニン蓄積系統(Sumai 3-JPNp)およびアントシアニン非蓄積系統
(Sumai3-JPNy)ついて 242個の SSRマーカーを用いてゲノムワイドな遺伝的多型を解析し、




関連 QTL連鎖マーカーを使って多型解析を行ったところ、5ASおよび 2DS 染色体上のマー
カーで Sumai3-AUTと Sumai3-JPNyとの間に多型が観察された。2DS上の QTLの候補遺伝子

















































































に影響されることも大きいことを示した。また提示した４つの判定基準（Type I, II, 
III, IV）の抵抗性は連続的にステップとして発現するのかどうかを分子遺伝学的に
説明を求めた。それに対して申請者は、それぞれの抵抗性が量的な反応で、自分の考
えを中心に総説論文を引用しながら抵抗性を現象的に説明し、Type IIについてはジ
ャスモン酸とWRKY遺伝子を、毒素抵抗性に関しては配糖化の例を出して解答した。関
連分野に関して、Map based cloningについて説明を求めた。申請者は、少し曖昧で
はあったが概要を回答した。 
 英語の能力については、提出された学位論文の内容と海外実習経験に基づき評価さ
れた。投稿論文に対する自身の貢献度について問われたところ、英語論文は自身で書
上げ指導教官の指導を仰いだこと、また通算２カ月半のメキシコ国際機関での実習経
験から、申請者は学位を与えるのに十分な英語力を有すると思われる。 
 以上のように申請者は、自身が行った研究に関して、その背景と問題設定、実験材
料と手法結果の解釈と学位論文のとりまとめ、口頭発表と質疑応答において、自身で
研究を進める能力を身に着けており、十分な実験量と努力の姿勢は今後の進展と成長
が期待されると評価した。４名の審査委員（全員）は、申請者丹羽紗也佳が博士（理
学）の学位を授与されるのに相応しい資質を備えていると判断した。 
 
